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抄録 
本研究は，心理臨床家養成において重要な精神科における臨床心理実習に関する探索的研究であ

る．2018年度より，臨床心理士養成に加えて公認心理師養成に係る実習が開始され，特に必修とな

っている医療分野の学外臨床実習の在り方を巡って，現在各養成校が試行錯誤の状況にある．  
本稿では，従来から行われてきた比較的自由度の高い臨床心理士養成のための臨床心理実習を取

り上げ，そこで実習生がどのように実習を体験しているのかを明確にすることで，今後の公認心理

師養成に係る心理実践実習との統合を図る狙いで行われた．具体的には大学院を修了した5名の実

習生の協力を得て，彼らの実習記録全106回分，合計143,830字（平均1,356.9字／回）をテキストマ

ニングによる分析対象のデータとした．KH Coderを用いた対応分析の結果，実習生の観察態度は実

習を通じて一貫性があることが明らかとなった．そして，実習生によって客観的観察が優位か，あ

るいは関わりながらの観察が優位か，といった個別性が見出された．一方，観察対象は観察態度よ

りも実習生ごとに違いが認められた．つまり観察対象として臨床心理士に注目するか，他職種に注

目するか，あるいは患者さんに注目し続けたり，自分自身への注目（内省）が中心となるのか，と

いった点である．本研究は探索段階であるので，さらにデータを増やす必要はあるが，少なくとも

病院や大学院の実習指導者が，実習の教育目標を明確にするとともに，このような実習態度の個性

を理解して実習指導することの重要性を考察した． 
 

１． 問題と目的 
実践力のある心理臨床家養成のために訓練生の

実習体験とそれに対するスーパーヴィジョンやケ

ースカンファレンスといった臨床指導が重要であ

ることは論を待たない．現行の大学院養成カリキ

ュラムは少なくとも 2 種類存在するが，具体的に

は臨床心理士養成に係る「臨床心理実習」と公認

心理師養成に係る「心理実践実習」がこれに該当

する． 
しかしながら，そもそも心理臨床家の養成に係

る実習内容と指導方法は歴史的にも長年の懸案で

あり，議論や時に対立の種となってきた．心理臨

床の歴史を振り返ると，精神分析などの力動学派

と行動療法などの科学的エビデンスを重視する学

派などの学派間においても，あるいは学派内にお

いても，常に実習内容と指導方法といった初期教

育を巡る対立があった，と言える．日本において

も心理臨床家の教育制度が整う前は学派間や学派

内の差は大きく，それぞれに独自の初期教育を展

開してきた． 
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 その後，心の専門家としての一定水準以上の基

本的な知識と技能を有することが社会的に期待さ

れていること，そのために教育・訓練システムの

整備を図る必要があることから，1996 年に日本臨

床心理士資格認定協会による臨床心理士養成のた

めに大学院教育制度がスタートした．[1] 

さらに 2018 年度からは国家資格である公認心

理師養成も加えて心理臨床家養成は新たなスター

トを切ることになった．2019 年度の時点で多くの

大学院は臨床心理士養成と公認心理師養成のカリ

キュラムを同時に展開している．臨床心理師養成

のための従来からの「臨床心理実習」と，公認心

理師養成のための「心理実践実習」を併行させて

いるのだが，両実習に共通する内容とそれぞれの

資格に独自の内容は何か，またそれぞれの資格に

向けていかに指導していくべきか，まさに暗中模

索の状態にあると言えるだろう． 
次に両資格を認定する機関が公表している公文

書等[2] [3]を参照しながら，「臨床心理実習」と「心

理実践実習」について，その実習内容，実習時間，

指導方法，そして指導上の留意点などを概観して

みよう． 
 
臨床心理実習 
1) 実習内容 
臨床心理実習では，学内外の実習施設において，

実際に受理面接，心理査定，心理面接などを行う

こととなっている．できるだけ多くのケースを担

当させることが付言されているが，これ以上に具

体的な実習内容は示されておらず，各校の方針に

委ねられている． 
 
2) 実習時間 
1 週 1 回 3 時間（2 コマ 180 分）の授業 15 回を 1

単位とし，臨床心理実習は 2 単位となっている．

すなわち，スーパーヴィジョンなどの臨床指導を

90 時間は実施することになる．しかし，指導対象

となるケースの担当について時間数などは定めら

れていない． 
 

3) 指導方法と指導上の留意点 
臨床心理実習の指導方法は，ケースカンファレ

ンス，スーパーヴィジョンなどを含むものとする，

となっている． 
また臨床心理実習は複数の指導者が担当し，す

べて臨床心理士の資格を有する者であること，修

士 2 年次に開講すること，同一の教員が 2 つの実

習科目を担当することは避けることが推奨されて

いる．  
 
心理実践実習 
1) 実習内容 
心理実践実習では実習生が，大学段階での実習

を通じて得た公認心理師に必要な知識・技能の基

礎的な理解の上に，次の（ア）から（オ）までに

掲げる事項について，見学だけでなく，心理に関

する支援を要する者等に対して支援を実践しなが

ら，実習指導者又は実習担当教員による指導を受

けること．実習施設の分野については主要 5 分野

（保健医療, 教育, 福祉, 司法・犯罪, 産業・労働）

に関する学外施設のうち，3 分野以上の施設にお

いて実習を受けることが望ましい．ただし，医療

機関は必須とする．また，医療機関以外の施設に

おいては，見学を中心とする実習も含む, とある． 
 

(ア) 心理に関する支援を要する者等に関する以

下の知識及び技能の修得 
① コミュニケーション 
② 心理検査 
③ 心理面接 
④ 地域支援等 
(イ) 心理に関する支援を要する者等の理解とニ

ーズの把握及び支援計画の作成 
(ウ) 心理に関する支援を要する者へのチームア

プローチ 
(エ) 多職種連携及び地域連携 
(オ) 公認心理師としての職業倫理及び法的義務

への理解 
 
2) 実習時間 
心理実践実習の時間は，450 時間以上とするこ

と．また，実習において担当ケース（心理に関す

る支援を要する者等を対象とした心理的支援等）

に関する実習時間は計 270 時間以上（うち，学外

施設における当該実習時間は 90 時間以上）とする

べきこと．その際，主要 5 分野のうち 3 分野以上

の施設において，実習を実施することが望ましい．

ただし，医療機関における実習は必須とするべき

こと．なお，医療機関以外の施設においては，見

学を中心とする実習を実施しても差し支えない． 
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なお，大学又は大学院に設置されている心理職を

養成するための相談室における実習は，心理実践

実習の時間に含めて差し支えないが，主要 5 分野

のいずれにも含まれないこと，となっている．  
 

3) 指導方法と指導上の留意点 
心理実践実習では，実習担当教員が，実習生の

実習状況について把握し，先述の（ア）から（オ）

までに掲げる事項について基本的な水準の修得が

できるように，実習生及び実習指導者との連絡調

整を密に行う，とある． 
また，次の点に留意すること．  

・心理実習及び心理実践実習を効果的に進めるた

め，実習生用の「実習指導マニュアル」及び実習

の振り返りや評価を行うための「実習記録ノート」

等を作成し，実習の指導に活用すること．  
・実習後においては，実習生ごとに実習内容につ

いての達成度を評価し，必要な個別指導を行うこ

と． 
・実習の達成度等の評価基準を明確にし，評価に

際しては実習施設の実習指導者の評定はもとより，

実習生本人の自己評価についても考慮して行うこ

と． 
 
臨床心理実習と心理実践実習 
以上からも分かるように，臨床心理実習はケー

ス担当実習を中心に据えてはいるが，何時間ケー

ス担当実習を行うべきか，また実習についてどの

ように指導するか，は各大学院や各教員の裁量に

任されており，いわば指導者側の特色や独自性を

発揮しやすい制度になっている．この点について，

さまざまな学派による，経験則に基づいた個性的

な教育が行われており，一定の質を担保している

か疑問であるとの批判があった[4]． 
一方，国家資格としての公認心理師は，その専

門スキルをエビデンスと共に明確化するとともに，

有資格者の専門スキルの質を担保することが，臨

床心理士と比べると社会的により強く要請されて

いる．この専門スキルを養成するための要となる

教育が，実習であるが，さまざまな実習の中でも，

とりわけ，学内実習施設ではケース担当実習が，

そして学外施設では精神科を中心とする医療領域

における実習が重要とされてきた[5] [6] [7]． 
 この点に関し，従来の臨床心理士養成における

精神科の実習では，病院ごとで実習可能な内容が

異なることに加え，大学院生の個性と大学院教員

（以下，教員）の教え方の独自性によって，相当

に個別性が高い実習が可能であった． 
 一方で先に概観したように公認心理師養成に係

る心理実践実習は，実習内容がかなり明確に定め

られているので，病院や大学院の裁量の余地が少

ないと考えられる．にもかかわらず，同じ病院に

対して，臨床心理士養成と公認心理師養成を並行

させる実習を大学院から各病院に依頼せざるを得

ず，実習生を引き受ける病院に相応の混乱を生じ

させているのではないだろうか． 
筆者らは，まず従来から行われてきた臨床心理

実習という，比較的個別性の高い実習において何

が実習生に共通の課題であり，彼らが何を共通し

て学んでいるかを抽出することが，心理実践実習

における病院実習との異同を明確にするための基

礎資料となると考えている．そして将来的に病院

とりわけ，精神科領域における実習を検討する土

台となりうると理解している．というのも，多く

の教育機関が臨床心理士養成と公認心理師養成を

同時に行っていくため，省令等で定められた実習

に加え各校や各医療機関独自の養成教育の特長を

も活かしつつ，マニュアル化された国家資格教育

にとどまらない個別性のある心理臨床家の養成教

育が求めているからである．この個別性や独自性

の問題について，これまで病院独自の実習に関す

る事例研究[8]や実習生へのインタビューの質的分

析[9]などが探索的に行われてきたが，従来の臨床

心理士養成における病院実習の共通性と個別性を

十分に描いているとはいいがたい． 
以上の学術的背景を鑑み，心理臨床家の初期教

育を専門としてきた筆者は，心理臨床家の専門性

を明確化することを試みると共に，実習生が大学

院の実習を通じて何を実際に獲得してきたのかを

探求してきた[10] [11] [12] [13] [14] [15]． 
本研究はその一環として学外の臨床現場の要請

と大学院教育の目標を相互に反映させることを目

指し，精神科領域の実習指導者との協同による豊

かな実習プログラムの構築を目的とするものであ

る．そして，従来の臨床心理士養成で培われた精

神科の臨床実習指導の知見を公認心理師養成へと

スピルオーバーさせることも視野に入れているも

のである． 
「臨床心理実習 兼 心理実践実習」の成立のた

めにはいかなる実習内容と指導方法の組み合わせ
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が必要であるのか，それはどのようにプログラム

され，評価されうるのか，を検討する基礎とした

い．そのためにも，従来の個性的で独自とされて

きた臨床心理実習において院生が実習プログラム

からいかに学んでいるか，その実態を質的にも量

的にも明らかにすることが必要であろう． 
次に筆者らが臨床指導を行っている実習の概要

を示し，本研究における目的を示す． 
 
実習の概要 
1) 実習内容  

実習生は X 病院精神科における週 1 回 8 時間の

実習を 6 ヵ月行う（1 人平均 21.2 回，一人当たり

の実習時間は平均 169.6 時間）．実習内容は，病棟

体験，作業療法，精神科デイケア，集団心理療法

への参加，初診陪席，心理検査，カンファレンス

への参加などである．そして，毎回実習の終わり

に病院の臨床心理士が実習の振り返り（以下レビ

ューとする）を行っている． 
 

2) 各実習内容における教育目標 
病棟体験では，精神科治療病棟と認知症治療病

棟の二つの閉鎖病棟を体験する．精神科治療病棟

では，病態の重い患者と出会うことから始まり，

多職種連携を間近で見て知ることができる． 
認知症治療病棟では，高齢者の心理，認知症者

の心理を学ぶ機会を得ることができる．各病棟平

均 2 時間程度居続けることになるが，実習生から

すると「放り込まれる」という言葉が近いかもし

れない．閉鎖病棟という閉ざされた空間の中で，

患者とともに居続けること，患者に関わることに

ついて体験し，セラピストとしての立ち居振る舞

いについて考え学ぶことを目的としている．また，

この時感じた体験が，「私らしさ」について知る機

会にもなるだろう． 
 作業療法，精神科デイケア，集団心理療法での

体験は，いずれも他職種の専門性を知り，多職種

連携を学ぶことを目的としている．さらに，精神

科デイケアでは社会復帰を目指す外来患者との関

わりを体験することで，入院から外来までの患者

の状態像を段階的に追うこともできる．そして集

団心理療法では，集団力動について学べる機会と

なるだろう． 
 初診陪席では，医学的な視点に基づいた医師の

アセスメントや治療方法を学ぶことを目的として

いる． 
 そして心理検査は，現場における実践的な心理

検査の手技を身に着けることを目的としている．

これには，患者本人へのフィードバック面接や主

治医への結果報告も含まれる． 
 各カンファレンスへの参加については，病院の

臨床心理士がどのように多職種と連携を図り，必

要な情報を共有しているのかということを観察し

てもらう． 
レビューでは，実習生がその日の実習体験を自

由に語り，病院の臨床心理士は必要に応じて実習

生の体験の明確化や焦点化を行い，患者と実習生

（あるいはそれ以外）の間の力動を振り返る指導

を行っている．実習生は，自分の体験を言語化す

る力を身に着けていくとともに，自身の内省も行

うことを目指している．参考として実習生の一日

のスケジュールを示す． 

 

表 1 実習生の一日のスケジュール 

 以上の教育目標のために以下の指導方法を取っ

ている． 
 
3) 指導方法 
①事前指導とオリエンテーション 
実習希望の実習生に対し，実習指導教員が事前

指導を行っている．具体的には先輩実習生が後輩

に実習の概要を伝える引継ぎの場において教員が

補足説明を行い，実習上のマナーなどについて説

明している． 
② 実習オリエンテーション 
実習開始約 1 か月前に実習生を引率し，実習オ

時間 実習内容

           ～08：00 実習先の病院に到着

08：00～08：20 白衣に着替えるなどの準備をする

精神科急性期治療病棟・認知症治療病棟の申し送りに参加する

/精神科デイケアの申し送りに参加する

09：15～09:30 心理職の申し送りに参加する

09：30～12：00 (前期)精神科急性期治療病棟で患者さんと交流する

/精神科医の初診に陪席する/作業療法に参加する

(後期)認知症治療病棟で患者さんと交流する

12：00～12：30 心理所見を読む/書籍を読む/午前の記録をまとめる

12：30～13：30 昼休み

13：30～14：00 精神科急性期治療病棟で患者さんと交流する

14：00～14：30 多職種カンファレンスに参加する

（医師・看護師・薬剤師・心理職・精神保健福祉士・理学療法士

作業療法士・管理栄養士・医療事務員などが参加）

14：35～16：30 (前期)認知症治療病棟の集団心理療法に参加する

(後期)精神科デイケアに参加する

16：30～17：00 精神科急性期治療病棟で患者さんと交流する

17：00～17：30 1日の実習の振り返りを臨床心理士の先生と一緒に行い、指導を受ける

           ～18：30 病院から帰宅

20：00～21：00 大学院に提出する実習記録を作成する

08：30～09：15
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リエンテーションを受けている．オリエンテーシ

ョンでは，実習指導者である病院の臨床心理士が，

実習内容，実習上の諸注意，施設見学等を行って

いる．教員も同席するとともに，実習指導内容等

の共有を図っている． 
 
③ 実習指導者による実習の振り返り 
定期的な実習がスタートすると，まず実習指導

者である病院の臨床心理士が毎回の実習後に 30
分の実習の振り返り（以下レビュー）を行う． 
 
④ 実習記録の提出 
実習生は，数日以内に A4×2 枚程度の実習記録

を書き実習指導教員に提出する．実習記録は，以

下の 4 点を記述するフォーマットになっている． 
 
・本日の実習から私が取り上げたいテーマ    
・そのテーマに対する私の関わりとその結果  
・実習を通じて疑問に思ったこと  
・次回以降に必要と思われる工夫 
 
⑤ 実習指導教員によるコメント 
次に，教員が実習生の実習記録にコメント（平

均 600 字程度）を書き，次の実習日までに実習生

に返却する．実習生は，このコメント入り実習記

録の写しを次の実習日に病院の臨床心理士に提出

する． 
 
⑥ 実習後の指導 
全日程終了後に実習生は実習全体を振り返って

まとめた実習最終レポートを提出する．また次期

の実習生に対して実習概要を伝える引継ぎの会を

行っており，先述の通りこれが教員による対面指

導に該当する（図 1）． 
 その他，必要があると判断した場合は，病院の

臨床心理士と教員とで適宜直接連絡を取り，指導

上の意見交換を行う． 

図 1 実習のフロー 
 
本稿では精神科における上記の実習内容と実習

指導において，実習生が何に注目したり，困難を

感じたりしているのか，そして何を学んでいるの

かについて探索的に検討し，その特徴を抽出する．

しかしながら，一般的な質的研究よりも客観的な

視点に立ち，その共通点の抽出を試みるために実

習記録のテキストマイニングを用いた分析を行う． 
 テキストマイニングとは，言葉や文章というテ

キストデータから新たな知識を発見する探索的な

分析手法である．テキストマイニングによる分析

方法は，分析・解釈プロセスを明示することがで

きる利点がある．さらに，質的データを量的デー

タに置き換えることができ，量的データについて

さまざまな統計的検討が可能となる．そのため臨

床心理学において，クライエントの生の声などに

注目し，テキストデータから有益な情報や知識を

抽出することが可能であるとされている．そこで

今回は自由記述データから，その共通の特徴を探

索的に明らかにするために，テキストマイニング

による分析が適切であると判断した． 
 
２． 研究方法 
1） 調査協力者：臨床心理士養成第一種指定大学

院の修士課程 2 年生 5 名（全員女性）．平均年齢

24.8 歳(SD=4.6)  
 対象となる実習がすべて終了し，単位認定も終

わった実習生を対象とし，彼らが大学院を修了し

た後に，書面と口頭により調査協力を依頼した．

そのうえで，許可を得られた調査協力者の提出済

み実習記録の分析を行った． 
 
2） 分析対象のデータ：実習記録 106 回分．合計

143,830 字（平均 1,356.9 字／回）を分析対象のデ

ータとした． 
 
3) 分析方法：KH Coder(Ver.2.Beta.32c)を用いた．

分析に先立ち，機関名などの固有名詞を記号に置

き換えた上で，形態素解析ソフト「茶筅」でデー

タを分かち書きし 86,771 語を抽出した．抽出語の

種類は 4,249 語であり，内 3,608 語を

KH Coder の分析に用いた．分析品詞

は名詞，動詞など 12 品詞とし，分か

れて欲しくない単語の「心理」と「検

査」を複合語「心理検査」とするな

ど，38 語を強制抽出語とした． 
 
３. 結果 
筆者らの実習指導の影響を検討するため，デー

タを実習生ごとに実習前半，後半に分けて対応分

析を行った（以下「」は抽出語，“”は実習記録の

 
教員

実習準備

指導

実習記録へ
のコメント

中間指導
実習後

指導

院生
先輩からの

引継ぎ
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提出
次の実習

まとめと後輩
への引継ぎ
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臨床心理士
ガイダンス

ＯＪＴと毎回30
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記述内容を示す．記述内容のゴシック部分は，抽

出語に関連する部分を示す．なお記述内容は本質

を損なわない範囲で固有名詞を匿名化するなど，

最低限度の修正を行っている）． 
図中原点付近に「患者さん」「話す」「自分」「見

る」といった抽出語（以下，語）が配置された（図

2）． 
X 軸と Y 軸に配置された語を見ると，X 軸は左

から右に「作業」「見る」など患者さんや他職種の

行動への注目から，「話しかける」「仰る」など患

者さんとの交流に関する語が配置された．オリジ

ナルの実習記録を参照し，具体的な記述を参照す

ると“隣で患者さんの作業を見させていただくこ

ととなった，はじめは戸惑ったがスタッフの方々

の接し方を間近で見ることができ，勉強になった”

などとあったので, 患者さんや医療スタッフと距

離を取って客観的観察をする実習態度と考えられ

た． 
一方，“（前回は）自己紹介ができなかったため，

今回こそ！と思い，話しかける”, “＜どうしまし

たか？＞と尋ねると小さな声で患者さんが仰るこ

とが聞き取れず，何度か聞き直した”などとあった

ので，患者さんに関わりながらの観察をしている

態度と考えられた．そこで X 軸を，客観的観察と

関わりながらの観察を分ける軸と命名した． 
Y 軸は下から上に「デイケア」「心理検査」とい

った実習生が積極的に関わる支援から「入院」「認

知症病棟」「作業療法」「回想法」など主に他職種

による支援に参加する実習関連の語へと変化した． 
オリジナルの実習記録を参照し，具体的な記述

を参照すると“デイケアで，未だに同じ方にしか

話しかけられないで観察メインでいるので，次回

こそは気になる方に話しかけるように動いてみた

い”や“事前に，臨床心理士の先生に場所や心理

検査の流れを確認させていただいたり，教科書を

貸していただいたりしていたため，緊張感もあっ

たが安心感も伴って心理検査に臨んだ”，“医師が

事実確認を行った後，入院が必要であるとお話さ

れ，入院のための準備を精神保健福祉士の方や看

護師の方を含めて早急に始めた”，あるいは“作業

療法士さんに，病棟での作業療法のプログラムが

どのような目的や効果があって組まれているのか

質問してみたのだが，逆に「どう思う？」や「患

者さんに聞いてみるといいかもしれませんね」と，

返されてしまった．振り返ると，こちらの聞き方

が下手だったので，改めて意図が伝わるように質

問したい”などとあったので，臨床心理士の仕事

と他職種の仕事を分ける軸と命名した． 
次に実習生ごとに実習前半と後半の差に注目す

ると，B さん, D さん， E さんの 3 名は前半に第 2
象限の「看護師」「作業療法士」「関わる」といっ

た他職種に関連する語や患者さんや医療スタッフ

とコミュニケーションをとることに関連する語の

近くにあり，後半になると第 3, 4 象限の「医師」

「臨床心理士」「伝える」「心理検査」といった心

理職の専門性に関連したり，コミュニケーション

を取ることに関連する語の近くに布置された． 
また，A さんと C さんの 2 名は実習の前半と後

半とで変化が少なく，A さんは実習の前後半とも

に医療スタッフの語の近くに布置され，C さんは

病棟の患者さんとの交流を示す語の近くに付置さ

れた． 

図 2 対応分析 
 
４. 考察 
対応分析の原点付近の特徴から，実習生は共通

して，患者さんと自分の交流の様子に最も多く注

目し，記録していたと言える．また，その際に患

者さんの様子だけでなく自分に生じた感情につい

ても記述していた．この実習生の記述の共通点は，

クライエント―セラピスト間の心理力動を理解す

る基礎であり，病院が提供する実習内容と大学院

の実習記録フォーマット（実習日の「テーマに対

する私の関わりとその結果」を書かせるフォーマ
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ット）に基づいた，指導者側の教育目標に応じた

ものと言える． 
一方，実習前半と後半の変化から実習上の注目

点の個性が見出せる．本研究では 3 名（B さん, D
さん, E さん）が実習中，どちらかというと客観的

観察の姿勢を一貫させていたが，実習前半の観察

対象が臨床心理士ではなく，看護師や作業療法士

など他職種の仕事であったのに対し，後半は観察

対象が臨床心理士の仕事へと変化していた． 
また他の 2 名は，実習中，関わりながらの観察

の姿勢を保ちつつ，1 名は患者さんとの交流に注

目し続け（C さん），もう 1 名は臨床心理士や医師

に注目し続けるなど，観察対象をあまり変化させ

ていなかった（A さん）． 
これら実習前半の実習記録と後半のそれとの比

較から，実習生の観察態度と観察対象の特徴が見

出せる．すなわち，観察態度は実習生それぞれに

客観的か関わりながらの観察か，といった個別性

があるものの，実習前後半で全員，実習態度の変

化はなかった． 
一方，観察対象は実習前後半で変化があり，個

別性が認められた．すなわち，D さん，E さんの

ように客観的観察態度の傾向が高いタイプであっ

ても前半は他職種の仕事に注目し，後半に臨床心

理士の仕事(D さん)に注目するタイプと，前半は他

職種の仕事に注目し，後半になると自分自身への

注目が多くなったタイプに分かれた（E さん）．ま

た関わりながらの観察態度の傾向が高いタイプで

は，観察対象が一貫して患者さんであり，実習前

後で変化しない(C さん)．また，Y 軸付近に付置さ

れており，観察態度の偏りが少ないいわゆる関与

観察のバランスが取れているタイプは，臨床心理

士の仕事と患者さんの双方に注目していた(Aさん

と B さん)とまとめられる．このことから，指導者

側には各実習プログラムにおける教育目標を明確

化するとともに，実習生の個性をも考慮し，観察

態度と観察対象を意識化させるような指導が求め

られるであろう．ただし，このように実習生の個

別性を十分に考慮した指導が臨床心理実習と心理

実践実習の双方に可能かどうかは，教育実践上，

大きな課題となるだろう． 
というのも今回取り上げた我々の実習指導に対

する院生の実習記録は，臨床心理実習の枠組みで

行われており，自由度が高いものであったからだ．

実習記録のフォーマットも所属校なりに整えたも

のであったが，公認心理師養成に係る実習記録よ

りは構造化の程度が低い．そのため，実習生の個

性が顕著に実習記録に現れやすかったとも考えら

れる．それゆえに，個性に応じた対応を考える基

礎ともなりうると考えるが，果たして公認心理師

養成に係る実習の実習記録では実習生の個性がど

れほど読み取れるか不明な点も多いだろう． 
その意味で今後も継続した調査が必要であり，

まずは各養成校が提携先病院との間で行われてい

る実習の内容と指導方法を開示しあうことで相互

にブラッシュアップしていく必要があるだろう． 
 

５．まとめと今後の課題 
本稿では，従来の臨床心理士養成を主眼とした精

神科臨床心理実習の実習記録をテキストマイニン

グを用いて分析したが，今後は，公認心理師養成

開始後の実習記録の分析との比較や，他院の実習

も対象にして，今回抽出した共通点の妥当性を検

討すると同時に，各校，各医療機関の独自性をも

抽出する必要があろう．またサンプル数が十分と

は言えないので，今後もデータの蓄積が必要であ

る． 
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